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論 文 内 容 の 要 旨 
本論は、道光期（1821－1850）の清朝とジェブツンダンバ・ホトクト（五世と六世、五世は
1815－1841、六世は 1842－1848）との間の政治的関係に関する従来の研究の空白を、当時の清
朝政府のマンジュ語、漢語、モンゴル語の档案史料を用いることによって、政治史の視点から事
例的に検討したものである。 
序章では、道光期の政治状況、ジェブツンダン・ホトクトの特徴、清朝の仏教政治及びジェブ
ツンダンバ・ホトクトに対する政策、これらの諸問題に関する従来の研究の整理と問題点の指摘
を行った。 
第一章「五世ジェブツンダンバ・ホトクトと理藩院官吏の争い」は、三世ジェブツンダンバ・
ホトクト以降に強められた清朝の管理、制限策の実態を解明するために、従来の研究でほとんど
分析されていなかった五世の時代のそれを取り上げた。具体的には、旗傘使用禁止事件、陳天煦
らの詐欺案、奕紀の収賄案等を考察の対象とした。 
第二章「五世ジェブツンダンバの円寂とエルデニ・シャンゾドバの動き」は、前章を受けて、
ホビルガンのモンゴル転生計画を考察した。ホトクト転生制度の歴史的経緯、モンゴル転生計画
を立案したエルデニ・シャンゾドバとジェブツンダンバ・ホトクトとの関係、転生計画の具体的
内容などが検討内容である。 
第三章「金瓶掣籤制度の確立とそのハルハ・モンゴルでの実施」は、乾隆 58（1793） 
年に確立された金瓶掣籤制度に焦点をあてた。筆者はホトクトの語源、ホトクト転生制度の歴史
を調べ、この制度がチベット固有の霊魂不滅観念と仏教の輪廻転生思想を基礎として形成された
ことを明確にした後、従来の研究がほとんど考察してこなかったハルハ・モンゴルにおける金瓶
掣籤制度の全過程を検証した。 
第四章「六世ジェブツンダンバ坐牀前のホトクトをラマに改称する請願」は、六世ジェブツンダ
ンバ・ホトクトの改称問題を通してハルハ・モンゴルと清朝の間の対立関係を考察した。 
終章では、全四章の内容を整理したうえで、今後の課題として、一世から八世までのジェブツン
ダンバ・ホトクトの事跡を世代ごとに検討し、清朝と歴代ジェブツンダンバ・ホトクトとの間の
政治関係の総体を解明することを揚げた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、チベット仏教を受容したモンゴル族の精神的指導者として大きな影響力を有したジェブ
ツンダンバ・ホトクトに対する道光期の清朝の政策を検討し、両者の間の政治的関係を解明しようと
した研究である。 
序章では、道光期の清朝の政治状況、ジェブツンダンバ・ホトクトの特徴、清朝の仏教政策及びジ
ェブツンダンバ・ホトクトに対する政策、これらの諸問題に関する従来の研究の整理と問題点の指摘
を行っている。アルタン・ハーンとソナムギャンツォ（ダライ・ラマ３世）との会見（1587 年）
以来、チベット仏教がハルハ・モンゴルに急速に流布した。1635 年、ハルハ・モンゴルのアバ
ダイ（トシェート・ハーン家）の曾孫がチベットの高僧ターラナータの転生に認定され、ジェブ
ツンダンバ・ホトクト一世となったが、これ以降、ジェブツンダンバ・ホトクトはハルハ・モン
ゴルに抜きがたい精神的影響力を持つ存在として、ハルハとオイラトの抗争、清朝への帰属など
の歴史的動きに深く関わった。清朝はハルハ・モンゴルを支配した後、懐柔・優遇政策を実施し
たが、ジュンガル平定の後（乾隆中葉以降）、庫倫辦事大臣を設置するとともに、従来、ジェブ
ツンダンバ・ホトクトのホビルガン（転生者）をモンゴルで転生させていた方式をチベットで転
生させる方式に転換し（三世の時）、ハルハ・モンゴルとジェブツンダンバ・ホトクトに対する
管理・制限政策を明確に打ち出し、この政策の転換が両者の間に政治的矛盾と対立を生み出した。
道光期における清朝とハルハ・モンゴル、ジェブツンダンバ・ホトクトとの関係はおおむね正常
であったが、両者の間に存続し続けてきた潜在的な対立が象徴的な問題をめぐって表面化し、し
ばしば衝突が生じた。従来の研究は道光期のハルハ・モンゴル、ジェブツンダンバ・ホトクト（五
世、六世）と清朝との関係に関してほとんど検討を加えていない。そこで、本論文はこの問題を
集中的に検討することを課題として掲げる。序章における論述は、さらに研究状況を補足すべき
点があるものの、清代モンゴル史研究で空白となっていた道光期の両者の対立を検討することが
清代モンゴル政治史に新たな局面を切り拓くものであることを説得的に論じたものと評するこ
とができる。 
 第一章「五世ジェブツンダンバ・ホトクトと理藩院官吏の争い」は、ジェブツンダンバ・ホ
トクト三世以降に強められた清朝の管理・制限策の実態を解明するために、従来の研究でほとん
ど分析されていなかった五世の時代のそれを取り上げる。具体的には、旗傘使用禁止事件、書吏
陳天煦らの詐欺案、奕紀の収賄案等が考察の対象である。金瓶掣籤制度（後掲）で選出された最
初のホビルガンである五世ジェブツンダンバ・ホトクトは道光元年（1821）に金冊金印を与えら
れた。道光 19 年（1839）、皇帝への謁見を許された時、紫禁城内で旗傘を用いたが、これを理藩
院が皇帝の許可を得ないままに違反行為であるとして禁止命令を出したのに対して、皇帝は理藩
院官僚の職責違反を咎めて彼らを処罰し、旗傘使用を許した。これが旗傘使用禁止事件である。
次に取り上げる陳天煦らの詐欺案件は道光 20 年、ジェブツンダンバ・ホトクトのもとで寺院等
の管理を司ったエルデニ・シャンゾドバが理藩院官僚に銀を贈った際に、仲介者の書吏陳天煦が
銀両を詐取した事件を指す。この事件では、道光帝は主犯の陳天煦に新疆への流刑の処分を下し
た。また奕紀の収賄案は、エルデニ・シャンゾドバの側が清朝の奕紀に贈り物をしたことが贈収
賄案件と判断され、奕紀は収賄の罪を問われた。筆者は以上三つの案件はともにジェブツンダン
バ・ホトクト側の勝訴に終わり、この勝訴が彼らにとって貴重な政治的経験となり、ホビルガン
のモンゴル転生を計画するに至る背景となったと考える。旗傘使用禁止事件、陳天煦らの詐欺案
件、奕紀の収賄案を考察するに際して、理藩院側とジェブツンダンバ・ホトクト側の双方の自供
書や報告書を照合して客観的な事実を導き出す研究手法は高く評価される。 
 第二章「五世ジェブツンダンバの円寂とエルデニ・シャンゾドバの動き」は、前章を受けて、
ホビルガンのモンゴル転生の計画を考察した。筆者は本章において、ホトクト転生制度の歴史的
経緯、モンゴル転生計画を立案したエルデニ・シャンゾドバとジェブツンダンバ・ホトクトとの
関係、転生計画の具体的内容などを検討している。乾隆帝の時にトシェート・ハン家とジェブツ
ンダンバ・ホトクトの出自を切り離すため、三世のホビルガンをチベットで転生させ、清朝の規
定、慣習となったが、これに対してハルハ・モンゴル側は反対し続けてきた。ジェブツンダンバ・
ホトクトのもとで庶務を管理するエルデニ・シャンゾドバ職にあったナワンチョインピルは、ハ
ルハ・モンゴル側の意向を実現させようとして、清朝の規定に反して、六世ジェブツンダンバ・
ホトクトのホビルガンのモンゴル転生を計画した。この計画は挫折し、両者の対立は表面的には
解消されたかに見えるが、六世のホビルガンがチベットで転生したことは、ハルハ・モンゴルの
人々に大きな負担を強いるものであり、彼らが抱いた不満は結果として清朝中央政府の求心力を
弱める影響を及ぼすこととなった。筆者は従来ほとんど注目されることのなかった転生問題を、
檔新たに発掘した 案を駆使して分析することにより、表面的には安定していたかに見える清朝と
ハルハ・モンゴル、ジェブツンダンバ・ホトクトとの間に対立関係が存続し続けていたことを巧
みに描き出したと言える。 
第三章「金瓶掣籤制度の確立とそのハルハ・モンゴルでの実施」は、乾隆 58 年(1793)に確立
された金瓶掣籤制度に焦点を当てている。筆者はホトクトの語源、ホトクト転生制度の歴史を調
べ、この制度がチベット固有の霊魂不滅観念と仏教の輪廻転生思想を基盤として形成されたこと
を明確にした後、従来の研究がほとんど考察してこなかったハルハ・モンゴルにおける金瓶掣籤
制度の全過程を検証する。乾隆帝はダライ・ラマ、パンチェン・ラマ、ジェブツンダンバ・ホト
クトなど多くのホトクトが特定の家族や親戚に転生する弊害を知っていた。乾隆 56 年（1791）、
廓爾喀（グルカ）がカルマ派のシャマルパ・ホトクトと結託してチベットに侵攻する事件が起こ
ると、翌年、首都カトマンドｳーまで攻め入り、廓爾喀を屈服させたが、この事件こそが乾隆帝
にホトクト転生への介入を決意させる役割を果たした。乾隆帝は弊害を是正するために、チベッ
ト族の伝統的な抽籤の方法（ザンバ団子抽籤）と明清時代の中国の官僚制における抽籤選抜の方
式を組み合わせて、金瓶掣籤制度を創り出したが、これはホトクト転生制度を大きく変革せずし
て転生過程の重要な部分に介入して弊害を抑制できる巧みな方法であった。筆者は、金瓶掣籤制
度がチベットでは成功を収めたが、ジェブツンダンバ・ホトクトの場合には効果は大きくはなく、
失敗したと結論せざるを得ないこと、そして儀礼挙行の負担が重く、清朝に対する反感を強めた
ことを指摘する。筆者の視点はハルハ・モンゴルの側に立脚し、清朝が軽んじたハルハ・モンゴ
ルの負担と反発の感情によく注視したものであり、それによってハルハ・モンゴルにおける金瓶
掣籤制度の実態を解明したものと評することができる。 
 清朝とハルハ・モンゴル、ジェブツンダンバ・ホトクトとの間に存続し続けた矛盾、対立は、
ホビルガンのモンゴル転生計画や金瓶掣籤制度の問題に示されていたが、第四章「六世ジェブツ
ンダンバ坐牀前のホトクトをラマに改称する請願」もまた、六世ジェブツンダンバ・ホトクトの
改称問題を通して、両者の間の対立関係を考察しようとしたものである。ナワンチョインピルが
六世のホビルガンのモンゴル転生に失敗して免職された後、エルデニ・シャンゾドバ職に就いた
ロブサンツルテムを初めとする王公、僧侶は、道光 25 年（1845）、ホトクトをラマに改称する請
檔 檔願を清朝政府に提出した。筆者は、中国第一歴史 案館所蔵の軍機処マンジュ語副 冊のなかに
関連の文書を発掘し、それらを用いて、清朝がジェブツンダンバ・ホトクトに授与したゲゲン（光
明）、ホトクト（高僧）の称号の意味と上下関係を考証し、ラマがホトクトより上位の身分であ
ることを検証したうえで、ハルハ・モンゴルの王公、僧侶による請願と清朝側の調査結果を詳し
く考察している。ハルハ・モンゴル側はラマへの改称によって、管理・制限策のもとで低下して
いたジェブツンダンバ・ホトクトの地位、名誉を回復しようとしたが、清朝はすでにモンゴル支
配を確立していたため、ジェブツンダンバ・ホトクトを優遇し、懐柔する必要を認めず、請願を
却下したとする。本章における考察は、ラマ改称問題に関わる貴重な史料を発掘し、かつ巧みな
史料分析を行った点で注目されるのみでなく、清朝のモンゴル支配の完成にともなう管理・制限
策とジェブツンダンバ・ホトクトの地位低下が連関していることを大きな流れとして明示したこ
とを重要な研究成果として挙げることができる。 
 終章では、全四章の内容を整理したうえで、従来の研究において空白であった道光期の清朝
とハルハ・モンゴル、ジェブツンダンバ・ホトクトの間の政治関係の実態を解明した意義を強調
する。また今後の課題として、一世から八世までのジェブツンダンバ・ホトクトの事跡を世代ご
とに検討し、清朝と歴代ジェブツンダンバ・ホトクトとの間の政治関係の総体を解明することを
掲げている。 
 檔以上、本論文は、マンジュ語、漢語、モンゴル語の 案など新たな史料を駆使して、道光期
を中心とした清朝の管理・制限策の具体的内容、清朝とハルハ・モンゴル、ジェブツンダンバ・
ホトクトとの間の潜在的な矛盾と対立の具体的事件を解明することに成功している。本論文で提
示された研究手法は、多民族から構成される中国の、モンゴル以外の非漢族と中央政府との関係の解
析にも大きな刺激を与え、それぞれの分野の研究を進展させることが期待される。  
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
